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当ファンドの仕組みは次の通りです。 
 
商品分類 追加型投信／国内／債券／ＭＭＦ 

信託期間 無期限(2002年10月24日設定) 

運用方針 
内外の公社債およびコマーシャル・ペーパー
を主要投資対象とし、元本の安全性に配慮し
つつ、安定した収益の確保をめざします。 

主要運用対象 
内外の公社債およびコマーシャル・ペーパー
を主要投資対象とします。 

主な組入制限 

外貨建資産への投資については、その取引に
おいて円貨で約定し円貨で決済するもの(為
替リスクの生じないもの)に限るものとし、
投資割合には制限を設けません。 

分配方針 

毎日決算を行い、日々の収益(元本超過額)の
全額を分配します。原則として収益分配金
は、毎月最終営業日に１ヵ月分をまとめて、
収益分配金に対する税金を差し引いたうえ、
再投資されます。 

 
※当ファンドは、課税上、公社債投資信託として取り扱われます。 

 

220022 
運用報告書(全体版) 

Ｓ－ＭＭＦ 
(スーパー・マネー・マネージメント・ファンド) 

 
 
 

 
 

《2016年３月》(2015年９月30日～2016年３月30日) 
 

 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

 平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

 さて、お手持ちの｢Ｓ－ＭＭＦ(スーパー・マ

ネー・マネージメント・ファンド)｣の2015年９月30日

から2016年３月30日までの決算分につき、運用状況

と分配金などをまとめてご報告申し上げます。 

 今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 
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Ｓ－ＭＭＦ（スーパー・マネー・マネージメント・ファンド） 

 
運用⚻ㆊ 

 
当ᚑ期中のၮḰଔ㗵╬の推移にߟいて 㧔����ᐕ㧟㧦���5�㧥���㨪�����㧟���㧕

 

ၮḰଔ㗵の動き 
ၮḰଔ㗵は当ᚑ期㚂にᲧߴ����㧑㧔ಽ㈩金ౣ投資ࡌス㧕のとなࠅ

ました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ಽ㈩金ౣ投資ၮḰଔ㗵は、⋉ಽ㈩金㧔⒢込ߺ㧕をಽ㈩ᤨにౣ投資したものとߺなして⸘▚したもので、

フ࠼ࡦࠔの運用のታ質的なࡄフࠜマࡦスを␜すもので、߅ቴߐまの៊⋉の⁁ᴫを␜すものではないὐに

 。いߐߛߊᗧ⇐ߏ

 

ၮḰଔ㗵のਥなᄌ動ⷐ࿃ 
 

ⷐ࿃ 
国ᐶ短期⸽やࠦマ߳ࡄࡍ・࡞ࡖࠪの投資を通ߓて、利ሶ╬⋉がⓍߺ

がߞたことがၮḰଔ㗵のにነਈしました。 

���5ᐕ㧥��日 㧦 ������  

����ᐕ㧟��日 㧦 ������  

㧔ᣢᛄಽ㈩金  ��㌛�ූ㧕

㛛⪭₸ 㧦 ����㧑  

㧔ಽ㈩金ౣ投資ࡌス㧕
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Ｓ－ＭＭＦ（スーパー・マネー・マネージメント・ファンド） 

 
投資環境にߟいて 㧔����ᐕ㧟㧦���5�㧥���㨪�����㧟���㧕

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
◎国内短期金融Ꮢ႐ 
当ᚑ期の短期金融Ꮢ႐を見ると、日銀は
マࡌ࠲ࡀスをᠲ⋡ᮡとして金融Ꮢ
႐⺞▵をⴕいました。����ᐕ㧝ᧃに日銀
は「マイナス金利付き量的・質的金融緩
和」のዉをቯし、マイナス金利のㆡ用
は㧞��日かࠄとしました。これをฃけ
て、ࠦ࡞・レ࠻㧔ήᜂ・⠉日‛㧕は
㧞�5日まで安ቯ的に推移していました
が、⠉日એ㒠ࡠㄭㄝで推移し、㧟��日
のࠦ࡞・レ࠻は㧙�����㧑となࠅまし
た。 
 
 

 

当投資ା⸤の࠻ࡐフࠜࠝにߟいて
  
当フ࠼ࡦࠔの運用にたߞては、元本の安全性と流動性に㈩ᘦし、国ᐶ短期⸽やࠦマࡖࠪ
の短期金融商品で運用をⴕい、安╬ࡦࡠ・࡞れ、資金はవやࠦߺ⚵をࡄࡍ・࡞
ቯした⋉の⏕にദめました。その⚿ᨐ、利ሶ╬⋉がⓍߺがࠅ、ၮḰଔ㗵㧔ಽ㈩金ౣ投資
 。ス㧕はしましたࡌ
 
 

当投資ା⸤の࠴ࡦࡌマࠢとのᏅ⇣にߟいて
  
・当フ࠼ࡦࠔは、内ᄖの␠ௌࠦ߮ࠃ߅マࡄࡍ・࡞ࡖࠪをਥⷐ投資ኻ⽎とし、元本の安全
性に㈩ᘦしߟߟ、安ቯした⋉の⏕をめߑしますが、․ቯのᜰᢙを回るまたはㅪ動をめߑ
した運用をⴕߞていないため、また、୯動きをすㆡಾなᜰᢙがሽしないため、࠴ࡦࡌマ
 。ࠎߖまࠅෳ⠨ᜰᢙは߮ࠃ߅ࠢ

・ᓥߞて、࠴ࡦࡌマ߮ࠃ߅ࠢෳ⠨ᜰᢙとのኻᲧは⸥できまࠎߖ。 
 
 

ಽ㈩金にߟいて 
  
当フ࠼ࡦࠔは、Ფ日▚をⴕい、日ޘの⋉㧔元本ㆊ㗵㧕の全㗵をಽ㈩します。ේೣとして
⋉ಽ㈩金は、Ფ最⚳༡ᬺ日に㧝ࡨಽをまとめて、⋉ಽ㈩金にኻする⒢金をᏅし引いたう
₸��㌛㧟ූ㧔ᐕࠅれます。当ᚑ期㑆のಽ㈩金は、㧝ਁญ㧔元本㧝ਁ㧕当たߐ投資ౣ、߃
�����㧑㧕となࠅました。 
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Ｓ－ＭＭＦ（スーパー・マネー・マネージメント・ファンド） 

 
今後の運用方針 

  
◎運用環境の見通し 
国内景気は緩やかな回復局面に向かうものと思われますが、デフレ脱却に向けて日銀は「マイナ
ス金利付き量的・質的金融緩和政策」を当面維持することが見込まれます。そうした環境下、短
期金利は極めて低位での推移になるものと予想しています。 
 
◎今後の運用方針 
引き続き短期金融商品を中心に投資することで、元本の安全性と流動性を最重視した運用を継続
する方針です。 
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本資料の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の
合計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○１万口(元本１万円)当たり分配金(2015年９月30日から2016年３月30日まで)のお知らせ 

年 月 
１ 万 口 当 た り 分 配 金 

税 込 み 所 得 税 地 方 税 源泉税合計 お手取り額 

2015年10月 13銭4厘 2銭   6厘 2銭6厘 10銭8厘

11月 12銭6厘 1銭9厘 6厘 2銭5厘 10銭1厘

12月 17銭1厘 2銭6厘 8厘 3銭4厘 13銭7厘

2016年１月 18銭7厘 2銭8厘 9厘 3銭7厘 15銭   

２月 19銭2厘 2銭9厘 9厘 3銭8厘 15銭4厘

３月 12銭3厘 1銭8厘 6厘 2銭4厘 9銭9厘

（注）上記期間の分配金は各月における前月最終営業日から当月最終営業日の前日までの合計。 
 ※ 上記期間のお手取り分配金は、各月の最終営業日に皆様の口座に繰り入れて再投資いたしました。なお、上記期間内の途中でお買い

付けの場合は、お買い付け日から各期間の末日までの分配金合計から、源泉税額を差し引いた額が再投資額となります。 
 
◆課税上の取り扱い 
・個人受益者が支払いを受ける収益分配金については利子所得として課税され、原則として、20.315％ (所得税15％、復興特別所得税0.315％、
地方税５％) の税率で源泉徴収されます。法人受益者に対する課税は異なります。 

 
※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 
※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

 

○資産・負債・元本及び基準価額の状況 (2016年３月30日現在) 

資 産 ・ 負 債 ・ 元 本 及 び 基 準 価 額 の 状 況 

資     産 

負 債

純資産総額 

元  本 

１ 万 口

当 た り

基準価額

公 社 債 その他有価証券 
コール・ローン等

そ の 他 資 産 合  計

外貨建 

純資産 

比 率 金 額 比率 金 額 比率 金 額 比率

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 百万円 百万円 ％ 百万円 円

－ － － － 3,123 100.0 3,123 0.038414 3,123 － 3,123 10,000

（注）比率は投資信託財産総額(3,123百万円)に対する比率です。 
（注）３月30日現在における次期繰越金は0.216千円です。 
（注）３月30日現在における先物取引の取引残高はありません。なお、３月30日現在における外国為替予約の未決済残高はありません。 
 

＜注記事項＞ 

作成期首（前作成期末）元本額 3,334,001,333円

作成期中追加設定元本額 146,424,159円

作成期中一部解約元本額 357,024,849円

また、１口当たり純資産額は当作成期間末1.0000円です。 
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○売買及び損益の状況 (2015年９月30日から2016年３月30日まで) 

組入有価証券の売買状況 先物取引状況 損益の状況 

買  付 売  付 買  建 売  建 

運用損益 信託報酬 
収 益

分配金公社債 
そ の 他 

有価証券 
公社債 

そ の 他 

有価証券 

新 規

買付額
決済額

新 規

売付額
決済額

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 千円 千円 千円

18,404 841 17,004 130 － － － － 410 103 306

  (3,550) (962)   

<5,701> <279> <4,701>    

（注）公社債の買付、売付は受渡代金(経過利子分は含まれておりません。)で、現先による金額を含めております。また( )内は償還による
減少分で、上段の数字には含まれておりません。 

（注）３月30日現在における先物取引の取引残高はありません。 
（注）組入有価証券の売買状況および先物取引状況の＜  ＞内は利害関係人との取引金額です。 
 
＊利害関係人とは投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
東京ＵＦＪ銀行、三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券です。 

 

＜当作成期間中の分配金の計算過程＞ 

日々決算を行い、原則として信託財産から生じる利益の全額を収益分配金に充当しております。なお、当作成期間に係る分

配対象収益の合計額は307,072円、分配金額の合計額は306,856円です。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 

作成期首残高(元本) 当作成期設定元本 当作成期解約元本 作成期末残高(元本) 取引の理由 

百万円 百万円 百万円 百万円  

2,020 0 － 2,020 当初設定時における取得 

 

○組入資産の明細 (2016年３月30日現在) 

 公社債の組み入れはありません。 
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○格付別組入資産の純資産総額に対する比率 (2016年３月30日現在) 

 
公    社    債 短 期 金 融 資 産 

格   付 組入比率(％) 格   付 組入比率(％)

ＡＡＡ － Ａ－１ 10.9

ＡＡ － Ａ－２ －

Ａ － Ａ－３ －

ＢＢＢ － ＮＲ －

ＢＢＢ－ － その他資産 89.1

ＢＢ以下 －  

Ａ－相当以上 

(満期保有目的債券) 
－ Ａ－２相当以上 

－

－

ＢＢＢ相当以上 
－

－
 

国債、政府保 

証債、地方債 
0.0  

合    計 0.0 合    計 100.0

(注) 組入比率は、純資産総額に対する評価額の比率（現先取引による保有分

を含む）。 

(注) 公社債の「Ａ－相当以上」、「ＢＢＢ相当以上」及び短期金融資産の

「Ａ－２相当以上」は、投資信託協会自主ルール「ＭＭＦ等の運営に関す

る規則」に基づき当社が作成したガイドラインで判断したもの。「ＢＢＢ

相当以上」及び「Ａ－２相当以上」の上段の数値は１社の信用格付業者

等（金融商品取引法第２条第36項に規定する信用格付業者及び金融商品

取引業等に関する内閣府令（平成19年内閣府令第52号）第116条の３第２

項に規定する特定関係法人をいう。以下同じ。）による信用格付があるも

ので、下段の数値は信用格付業者等の信用格付がないものである。 

(注) その他資産は、指定金銭信託、未収金、未払金等。 

(注) 格付は、格付投資情報センター（Ｒ＆Ｉ)、日本格付研究所（ＪＣＲ）、

スタンダード・アンド・プアーズ（Ｓ＆Ｐ）、ムーディーズ・インベスター

ズ・サービス（Moody's)の４社のうち、最も低い信用格付を採用。 
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○１万口当たりの費用明細 (2015年９月30日～2016年３月30日) 

項 目 
作成期間 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 0.31  0.003 (a)信託報酬＝作成期間に発生した信託報酬額÷作成期間の平均受益権口数

 （ 投 信 会 社 ） (0.07)  (0.001) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書
等の作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (0.22)  (0.002) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等 
の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (0.02)  (0.000) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

（b） そ の 他 費 用 0.01  0.000 (b)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (0.01)  (0.000) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用 

 合 計 0.32  0.003  

作成期間中の平均基準価額は、10,000円です。  

 
（注）作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、簡便法により算出した結果です。 
（注）消費税は報告日の税率を採用しています。 
（注）各金額は項目ごとに小数第２位未満は四捨五入してあります。 
（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ご

とに小数第３位未満は四捨五入してあります。 
 
＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社にお
問い合わせいただくか、当社ホームページ（http://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 

[ お 知 ら せ ] 
① 当ファンドは、2016年４月28日に繰上償還となる予定です。 

② 個人受益者は、収益分配金ならびに償還時の差益（譲渡益）に対し、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税５％）の税

率で課税されます。法人受益者は15.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％）の税率で源泉徴収されます。 


